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＜取組の目的，目指していること＞

本事業は、向島の健康福祉と多文化多世代共生のまち
づくりを目的とし、向島５学区の住民が参加する向島地域
全体の祭りを実施することによって、向島のまちづくりビ
ジョン推進に参画する住民を広く掘り起こし、地域の住民
や事業者が街区や学区を越えて連携して活動することで、
まちづくりの機運を高めることを目指している。
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＜事業内容・実施日時・場所・参加者の状況等＞

本年度の向島まつりは、

10月26日（土）と10月29日
（日）の2日にわたり、

「向島祭り2019 Part 1、
Part2」として、旧向島中学校

跡地（むかちゅうセンター）と
向島ニュータウンセンター

広場の2会場で実施した。



向島まつり2019 Part 1
「アジアアフリカ映画祭withインターナショナル
フェス」＆「むかちゅうセンター文化祭」

日時：10月26日（土）10:00～16:00

場所：旧向島中学校跡地（むかちゅうセンター）
①インド映画「PK」の上映（体育館：10：00～12：30）

・京都文教大学杉本ゼミ学生が企画・運営。

・さまざまな宗教が併存する現代インドの状況をコミカルに
描くとともに宗教や文化の対立を越えた人間愛をうったえ
る映像作。

・上映前に、インド人留学生による映画と社会文化的背景
についての解説を入れることで、異文化理解を深めること
を目指した。

・地域住民約70名が鑑賞し、映画は大変好評だった。



②インターナショナルフェス（体育館：12：30～14：30）

・京都文教大学学生を中心に、向島学生センターの留学
生と向島フィリピン・コミュニティが協力し企画・運営。

・体育館のステージで、地域住民のコーラスグループ、留
学生、在日外国人が歌と躍りを披露。

・客席の後方では、留学生・在日外国人が各国のブース
をもうけ、それぞれの国の文化や食を紹介するパネル展
示と各国料理の試食会を実施。

・体育館外（入り口前）にも、フィリピン、ブラジル、ペルー、
ロシアの外国人市民の模擬店が並び、各国の料理や食
材、民芸品などが販売された。

・地域住民や外国人市民ら延べ400名が参加し、ステージ
と観客が一体となって楽しく文化交流した。







• 京都文教大学博物館学芸員
講座学生が企画・運営。

• 抽象画家山本裕也氏の作品
を展示、解説。カレンダー・絵
はがき等を販売。

• 校舎渡り廊下前で、子どもた
ちを対象とした絵画ワーク
ショップ「ぬたくりアート」を実
施。

• 観覧者・ワークショップ参加者
は約40名。

③水彩画「山本裕也展」・ワークショップ「ぬたくり
アート」（地域交流室：10：00～16：30）



• 伏見楽舎有志が企画運営

• 京都市伏見区の歴史や文
化を描いたカルタの説明
パネルを展示。

• 地域の大人と子どもが

集い、カルタの練習と

大会（試合）を楽しみなが

ら、地域の歴史を学んだ。

• 参加者約70名あまり。

④伏見～るカルタ大会
（地域交流室A：14：30～16：30）



向島まつり 2019 Part 2
秋の恒例「向島まつり」

日時：10月27日（日）10:00～16:00

場所：向島ニュータウンセンター広場

旧向島中学校跡地（むかちゅうセンター）

向島ニュータウンセンター広場会場

①展示ブース、物販、模擬店（参加43団体）

②中央ステージ：市長挨拶、コーラス、ブラスバンド、和太
鼓演奏、ミス京都2019ファイナリストの紹介等
・広場には4000人を超える来場者があり、ステージや展示、
模擬店等を楽しむ人たちで大盛況であった。
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旧向島中学校跡地体
育館会場
③インラインスケート・
デモンストレーション
子どもたちを対象としたス
ケート教室も実施された。
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＜活動において苦労したこと，対策など＞
1．資金の調達：協賛金の募集
今年度は2日にわたり2会場で祭りを実施たため、これま
で以上に事業資金が必要となったため、協賛金の募集に
力をいれた。対策として協賛金の募集範囲を拡大した。
2．参加団体の増加によるブース等のレイアウト
向島ニュータウンセンター広場での展示ブースや模擬店
の参加団体が増加し、会場のレイアウトに大変苦労した
が、ステージや模擬店の前に、誰もが利用できる椅子と
テーブルを配置したのは好評であった。
3．多文化交流企画の参加者募集
向島地域に暮らす外国人市民の祭りへの参加者をどう集
めるかが課題だったが、外国系住民同士のネットワーク
をとおして多くの人が集まってくれた。
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＜令和元年度の活動の成果＞
1．むかちゅうセンターを利用して２日にわたって向島

まつりを実施したことにより、旧向島中学校の跡地が
地域住民に広く開かれた活動場所であることを、多く
の住民に知らせることができた。

２．今年度のまつりでは、とくに中国帰国者、留学生、
在日外国人らが数多く参画して地域住民と交流する
機会をもった。それにより外国系住民が今後さらにさ
まざまな地域活動に参画していくための関係づくりが
でき、向島地域の多文化多世代共生のまちづくりの推
進にむけた大きな成果があった。
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令和元年度の活動の成果（続）

３．向島まつりを契機に地域の事業者や個人が協賛
金等をとおして地域行事を支えるシステムの構築を
目指したことで、今後も毎年向島まつりを続けていく
ための基盤づくりを一歩前進させることができた。
４．展示・模擬店のブースの数は43とこれまでで一番

多く、また参加者も自治会や事業者から外国系住民
まで多種多様であり、向島まつりが本格的に地域に
根付いてきたことが実感された。

５．ホームページやラジオ、タウン誌等によるまつりの
広報活動を通して、向島地域の魅力を内外に発信す
ることに貢献できた。
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＜今後の活動展望＞
今年度は向島まつりを２日にわたって実施し、とくに第一
日目に、多文化共生をテーマとした企画を行うことでまつ
りの内容をさらに充実させるとともに、多数の地域住民と
留学生や外国系住民が親睦を深め、地域の多文化共生
を推進することができた。この成果を、向島の多文化多世
代共生のまちづくりにつなげていきたい。また、将来に向
けて祭りの経済的な基盤を拡充し、補助金に頼らない持
続可能なまつりの運営を目指したい。

＜自由記載＞
向島まつり、年々パワーアップしています。さらに楽しい
祭りにするため、これからも企画のアイディアや参加者を
年齢・国籍を問わず広く募集します！応援、お願いします。


